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【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｇ   3/30     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｇ    3/30     　　　Ｈ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６３３Ｐ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６３３Ｄ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６２３Ｖ
   Ｇ０９Ｇ    3/30     　　　Ｊ
   Ｈ０５Ｂ   33/14     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成28年1月14日(2016.1.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９９】
　画素Ｑ（０）は、データ信号ＰＤ（０）に含まれる変数データＶＤ２の値“１”をデク
リメントして、変数データＶＤ２の値が“０”であるデータ信号ＰＤ（１）を生成し、デ
ータ信号ＰＳ（１）とともに出力する（図１３Ｂ）。画素Ｑ（１）は、データ信号ＰＤ（
１）に含まれる変数データＶＤ２の値が“０”であるため、変数データＶＤ２の値を“１
”（所定値Ｌ）に変更するとともに、既に読み込まれた輝度データＩＤＲ，ＩＤＧ，ＩＤ
Ｂ（“ｒ１”，“ｇ１”，“ｂ１”）に応じた輝度で発光する（図１３Ｃ）。そして、こ
の画素Ｑ（１）は、変数データＶＤ２の値が“１”であるデータ信号ＰＤ（２）を、デー
タ信号ＰＳ（２）とともに出力する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０４】
　このように、表示パネル２では、輝度データＩＤの読込動作用の画素パケットＰＣＴ１
１とは別に、発光動作用の画素パケットＰＣＴ１２を設け、その画素パケットＰＣＴ１２
に変数データＶＤ２を含めて伝送するようにした。そして、各画素Ｑがこの変数データＶ
Ｄ２に基づいて発光動作を行うか否かを判断するようにした。これにより、表示パネル２
では、発光動作を行う画素Ｑを選択することができるため、より自由度の高い表示動作を
行うことができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０１０９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０９】
　表示パネル３は、上記第１の実施の形態に係る表示パネル１（図１）と同様に、表示駆
動部８０と、表示部９０とを備えている。表示駆動部８０は、表示部９０を駆動するもの
である。表示部９０は、マトリックス状に配置された複数の画素Ｒを有するものである。
画素Ｒは、この例では、第１の実施の形態に係る画素Ｐと同様に、水平方向（横方向）に
Ｍ個、垂直方向（縦方向）にＮ個配置されており、垂直方向に並設されたＮ個の画素Ｒ（
Ｒ（０）～Ｒ（Ｎ－１））は、データ信号ＰＳ，ＰＤおよびクロック信号ＣＫについてデ
イジーチェーン接続されている。画素Ｒは、後述するように、輝度データＩＤに加え、発
光開始タイミングを画定するための発光タイミングデータＥＴＤを記憶することができる
ように構成されている。表示パネル３では、表示駆動部８０は、デイジーチェーン接続さ
れたＮ個の画素Ｒに対して、３種類の画素パケットＰＣＴ２１，ＰＣＴ２２，ＰＣＴ２３
を用いて構成された一連のＮ個の画素パケット群を供給するようになっている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２４】
　図１７では、スタートフラグＳＦの値が“１”である画素パケットＰＣＴ２１が供給さ
れた場合を示したが、スタートフラグＳＦの値が“０”である画素パケットＰＣＴ２１が
供給された場合には、制御部９１は、信号ＬＤ，ＰＬＴ，ＣＫＥＮを生成しない。よって
、画素Ｒ（ｎ）は、スタートフラグＳＦやエンドフラグＥＦの書き換えや、発光タイミン
グデータＥＴＤや輝度データＩＤの読み込みを行わず、入力されたデータ信号ＰＳ（ｎ）
，ＰＤ（ｎ）をそのまま２クロック分遅延させてデータ信号ＰＳ（ｎ＋１），ＰＤ（ｎ＋
１）として出力する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２９】
　図１８では、スタートフラグＳＦの値が“１”である画素パケットＰＣＴ２２が供給さ
れた場合を示したが、スタートフラグＳＦの値が“０”である画素パケットＰＣＴ２２が
供給された場合には、制御部９１は、信号ＬＤ，ＰＬＴ，ＣＫＥＮを生成しない。よって
、画素Ｒ（ｎ）は、スタートフラグＳＦやエンドフラグＥＦの書き換えや、発光タイミン
グデータＥＴＤの読み込みを行わず、入力されたデータ信号ＰＳ（ｎ），ＰＤ（ｎ）をそ
のままデータ信号ＰＳ（ｎ＋１），ＰＤ（ｎ＋１）として出力する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３４】
　図１９では、スタートフラグＳＦの値が“１”である画素パケットＰＣＴ２３が供給さ
れた場合を示したが、スタートフラグＳＦの値が“０”である画素パケットＰＣＴ２３が
供給された場合には、制御部９１は、信号ＬＤ，ＰＬＴ，ＣＫＥＮを生成しない。よって
、画素Ｒ（ｎ）は、スタートフラグＳＦやエンドフラグＥＦの書き換えを行わず、入力さ
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れたデータ信号ＰＳ（ｎ），ＰＤ（ｎ）をそのままデータ信号ＰＳ（ｎ＋１），ＰＤ（ｎ
＋１）として出力する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３６】
　図２０は、画素Ｒ（０）～Ｒ（３）における発光動作を表すものであり、（Ａ）～（Ｃ
）は画素Ｒ（０）に入力されるクロック信号ＣＫ（０）およびデータ信号ＰＳ（０），Ｐ
Ｄ（０）をそれぞれ示し、（Ｄ），（Ｅ）は画素Ｒ（１）に入力されるデータ信号ＰＳ（
１），ＰＤ（１）をそれぞれ示し、（Ｆ），（Ｇ）は画素Ｒ（２）に入力されるデータ信
号ＰＳ（２），ＰＤ（２）をそれぞれ示し、（Ｈ），（Ｉ）は画素Ｒ（３）に入力される
データ信号ＰＳ（３），ＰＤ（３）をそれぞれ示す。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５６】
　例えば、上記の第１および第２の実施の形態では、画素パケットＰＣＴ１，ＰＣＴ１１
は、変数データＶＤ１および輝度データＩＤを含むようにしたが、これに限定されるもの
ではなく、第３の実施の形態の場合と同様に、さらに発光タイミングデータＥＴＤなどを
含むようにしてもよい。
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